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しており，ネットワーク運用の自律化を目指す KNMS の適用範囲は限定的な領域に留まっている． 
本研究は今後のネットワーク管理運用技術のさらなる進展のため，KNMS の自律性を司る管理
知識の利活用に関する課題を解決することで，より広い範囲に適用可能な KNMS，すなわち，変

























































































を表す transfer rate を計測し，ゆらぎの分散を算出した．提案指標の特性の検証のため，正常状
態，正常状態から過負荷状態への遷移，過負荷状態から正常状態への復帰に関する 3 通りの実験
を行った．図 3 に正常状態から過負荷状態への遷移に関する実験結果を示す．負荷の増大によっ
て，およそ 2100s 付近で transfer rate が急激に 0 付近まで低下する現象が発生したが，これ先立






































 第 1 章は序論である． 
 第 2 章では，知識型ネットワーク管理システムに係る従来の取り組み，特に，自律的な障害管
理や性能管理などの運用管理タスクに関する取り組みに注目し，管理知識の利活用手法に係る課
題を分析・整理している． 



















 第 5 章は結論である． 
 以上要するに本論文は，自律的なネットワーク運用管理に向けて知識型ネットワーク管理シス
テムの実現に係る新しい手法を提案したもので，ネットワークシステム運用管理技術，ならびに，
情報基礎科学の発展に寄与するところが少なくない． 
 よって，本論文は，博士（情報科学）の学位論文として合格と認める． 
